

















































































































































養護教諭１名に 2017 年 10 月にインタビューを行い，
「派遣養護教諭を受け入れていたときの思い」につい
て語ってもらった。大谷による SCAT 法（Steps for 
Coding and Theorization）を用いて，質的分析を行っ
た。テーマ・構成概念を内容の類似性に基づきカテゴ
リーを抽出し，思いの変化を分析した。 
2. 結果 
受け入れ養護教諭の思いの変化として，「派遣養護教
諭に関すること」「支援活動に関すること」「自分自身
に関すること」の3つのカテゴリーが抽出された。 
3. 考察 
 派遣養護教諭との協働に対して不安を抱いていたが，
共に活動したことで肯定的な印象を持ち，派遣養護教
諭を思いやる好意的な気持ちに変容していた。その背
景には，派遣養護教諭が受け入れ養護教諭の考え方や
保健室経営方針を大切にしながらサポートしていたこ
とや派遣者という自らの立場を考えながら互いに情報
交流したことが有効であったと推察される。 
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表1 派遣養護教諭が想定した職務と実際に求められた職務（抜粋） 
表2 派遣養護教諭と受け入れ養護教諭が想定した職務（抜粋） 
